令和元年　SIP光・量子を活用したSociety5.0実現化技術（2019/8/19　第1版）
（様式3）
３．研究開発費計画
· 当初の研究開発期間における提案課題全体の年次計画概要、費目別の研究開発費計画、個研究開発別の研究開発費計画を年度ごとに記入してください。
· 面接選考の対象となった際には、さらに追加資料を提出していただく場合がございます。
· 採択後、PD・サブPDの指示のもと、改めて研究実施計画・研究開発費計画を立案いただきます。
· 採択された後の研究実施計画、研究開発費は、PD・サブPDのマネジメント、予算状況、中間評価の状況等に応じ、研究開発期間の途中に見直されることがあります。
· 研究実施体制は、研究実施構想を実現するために必要十分で最適な編成を提案してください。
· 青地斜体の文言は注釈になります。提出時は削除してください。

· 研究開発費計画（線表）（提案課題全体）
実施機関が分かるように記載してください。また、線表の下に経費見込額（間接経費含む）を記載してください。
（記入例）
	

	初年度
（2019.○～
2020.3）
	２年度
（2020.4～
2021.3）
	３年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計


	
「○○○」
  

「△△△」


「×××」



 
　　　　　・
　　　　　・

	
○○千円




○○千円





	○○千円
・・の準備(○○大学)

	○○千円
○○千円
○○千円

	
	

	合計
	
	
	
	
	


　　［単位：千円］
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· 費目別の研究開発費計画（全体）
（記入例）
	［単位：千円］
	
	初年度
（2019.○～
2020.3）
	２年度
（2020.4～
2021.3）
	３年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計

	物品費
	設備費1）
	28,800
	35,400
	12,000
	12,000
	88,200

	
	材料・消耗品費2）
	3,000
	12,000
	9,000
	9,000
	33,000

	旅費3）
	3,000
	3,000
	9,000
	9,000
	24,000

	人件費・諸謝金4）
（研究員等の数）
	15,000
（6）
	15,000
（6）
	30,000
（9）
	30,000
（9）
	90,000

	その他5）
	3,000
	3,000
	3,000
	3,000
	12,000

	間接経費6）
	15,840
	20,520
	18,900
	18,900
	74,160

	合計
	68,640
	88,920
	81,900
	81,900
	321,360



・特記事項
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· 研究開発機関別の研究開発費計画
参画する研究開発機関ごとの予算配分の計画（間接経費含む）を記載してください。
（記入例）	［単位：千円］
	
研究機関名
	初年度
（2019.○～
2020.3）
	２年度
（2020.4～
2021.3）
	３年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計


	代表研究開発機関
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120

	共同研究開発
機関（１）○○
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120

	共同研究開発
機関（２）◇◇
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120

	合計
	68,640
	88,920
	81,900
	81,900
	321,360


令和元年　SIP光・量子を活用したSociety5.0実現化技術（2019/8/19　第1版）
（様式3）


· 費目別の研究開発費計画（研究開発機関毎）
【単独提案】の場合は本項目の作成の必要はありません。

代表研究開発機関
研究機関名：○○大学
間接経費率：30　％
（記入例）	［単位：千円］
	
	初年度
（2019.○～
2020.3）
	３年度
（2020.4～
2021.3）
	４年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計

	物品費
	設備費1）
	9,600
	11,800
	4,000
	4,000
	29,400

	
	材料・消耗品費2）
	1,000
	4,000
	3,000
	3,000
	11,000

	旅費3）
	1,000
	1,000
	3,000
	3,000
	8,000

	人件費・謝金4）
（研究員等の数）
	5,000
（2）
	5,000
（2）
	10,000
（3）
	10,000
（3）
	30,000

	その他5）
	1,000
	1,000
	1,000
	1,000
	4,000

	間接経費6）
	5,280
	6,840
	6,300
	6,300
	24,720

	合計
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120



1）設備費：設備を購入するための経費
2）材料・消耗品費：材料・消耗品を購入するための経費
3）旅費：研究担当者及び研究計画書記載の研究参加者等に係る旅費、招へい者に係る旅費
4）人件費・謝金：本課題のために雇用する研究者等（研究担当者を除く）の人件費、人材派遣、
講演依頼謝金等の経費 
5）その他：上記の他、本研究を実施するための経費
6）間接経費：本委託研究契約による研究の実施に伴う機関の管理等に必要な経費

・詳細は委託研究契約事務処理説明書（https://www.qst.go.jp/site/collaboration/20528.html）をご参照ください。




共同研究開発機関ごとにこの表を作成ください。
共同研究開発機関（1）
研究機関名：○○大学
間接経費率：30　％
（記入例）	［単位：千円］
	
	初年度
（2019.○～
2020.3）
	３年度
（2020.4～
2021.3）
	４年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計

	物品費
	設備費1）
	9,600
	11,800
	4,000
	4,000
	29,400

	
	材料・消耗品費2）
	1,000
	4,000
	3,000
	3,000
	11,000

	旅費3）
	1,000
	1,000
	3,000
	3,000
	8,000

	人件費・謝金4）
（研究員等の数）
	5,000
（2）
	5,000
（2）
	10,000
（3）
	10,000
（3）
	30,000

	その他5）
	1,000
	1,000
	1,000
	1,000
	4,000

	間接経費6）
	5,280
	6,840
	6,300
	6,300
	24,720

	合計
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120



1）設備費：設備を購入するための経費
2）材料・消耗品費：材料・消耗品を購入するための経費
3）旅費：研究担当者及び研究計画書記載の研究参加者等に係る旅費、招へい者に係る旅費
4）人件費・謝金：本課題のために雇用する研究者等（研究担当者を除く）の人件費、人材派遣、
講演依頼謝金等の経費 
5）その他：上記の他、本研究を実施するための経費
6）間接経費：本委託研究契約による研究の実施に伴う機関の管理等に必要な経費

・詳細は委託研究契約事務処理説明書（https://www.qst.go.jp/site/collaboration/20528.html）をご参照ください。


共同研究開発機関（2）
研究機関名：○○大学
間接経費率：30　％
（記入例）	［単位：千円］
	
	初年度
（2019.○～
2020.3）
	３年度
（2020.4～
2021.3）
	４年度
（2021.4～
2022.3）
	最終年度
（2022.4～
2023.3）
	合計

	物品費
	設備費1）
	9,600
	11,800
	4,000
	4,000
	29,400

	
	材料・消耗品費2）
	1,000
	4,000
	3,000
	3,000
	11,000

	旅費3）
	1,000
	1,000
	3,000
	3,000
	8,000

	人件費・謝金4）
（研究員等の数）
	5,000
（2）
	5,000
（2）
	10,000
（3）
	10,000
（3）
	30,000

	その他5）
	1,000
	1,000
	1,000
	1,000
	4,000

	間接経費6）
	5,280
	6,840
	6,300
	6,300
	24,720

	合計
	22,880
	29,640
	27,300
	27,300
	107,120



1）設備費：設備を購入するための経費
2）材料・消耗品費：材料・消耗品を購入するための経費
3）旅費：研究担当者及び研究計画書記載の研究参加者等に係る旅費、招へい者に係る旅費
4）人件費・謝金：本課題のために雇用する研究者等（研究担当者を除く）の人件費、人材派遣、
講演依頼謝金等の経費 
5）その他：上記の他、本研究を実施するための経費
6）間接経費：本委託研究契約による研究の実施に伴う機関の管理等に必要な経費

・詳細は委託研究契約事務処理説明書（https://www.qst.go.jp/site/collaboration/20528.html）をご参照ください。
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· 民間の研究開発機関が拠出するマッチングファンドの計画
[bookmark: _Hlk520491267]・青字斜体の文言は注釈または記入例になります。提出時は削除してください。
・委託費合計は、様式3-2 の合計から転記ください。
・「マッチングファンド計画額」は機関毎に拠出されるマッチングファンドの合計額を記載願います。
[bookmark: _GoBack]・具体的には、公募要領12～13ページ目をご参照ください。
(記入例) 
［単位：千円］
	
	研究開発課題全体への量研からの委託費見込額
	

	
	初年度
(2019.○～
2020.3)
	2年度
(2020.4～
2021.3)
	3年度
(2021.4～
2022.3)
	最終年度
(2022.4～
2023.3)
	合計

	委託費合計
（間接経費を含む本研究開発課題の委託費合計）
※様式3-2から合計を転記
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	x,xxx,xxx

	マッチング
ファンド計画額
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	xxx,xxx
	xxx,xxx

	マッチング率
(%)*1
	25
	35
	50
	50
	45
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*1：

· 活用予定の主要設備（機器名、設置場所）
	活用予定の機器名
	設置場所

	○○○○○○
	○○大学

	○○○○○○
	○○大学

	○○○○○○
	○○研究機構

	○○○○○○
	○○大学（基盤ネットワーク拠点整備装置）








· 購入予定の主要設備（1件15,000千円以上※、機器名、概算価格、設置場所）
1件15,000千円以上の購入予定の主要設備について、機器名、概算価格、設置場所、及び下記の点について備考欄に記載してください。研究開発課題の採否及び当該設備導入の可否については、本備考欄に記載の出口戦略上の必要性・重要性に基づき厳正な審査を実施します。
・当該設備の必要性・重要性
・当該設備の必要性・重要性、及び実機適用など事業化の早期実現のために必要な理由
・設備導入の成果として市場化する予定の製品および市場化の見込み

	購入予定の機器名
	概算価格
	設置場所
	備考

	○○○○○○
	32,000千円
	○○大学

	○○○○○○

	○○○○○○
	15,500千円
	○○研究機構
	○○○○○○

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	






